
  
 

 

   「花の都・ちば」 

   シンボルキャラクター 

  ちはなちゃん 

配配
布布
方方
法法
をを
検検
討討
しし
まま
しし
たた
。。  

  

三三
．．「「
地地
域域
のの
特特
性性
にに
応応
じじ
たた
見見
守守
りり
ネネ  

ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
のの
構構
築築
」」
目目
的的
はは
、、
少少
子子
、、
高高

齢齢
化化
のの
進進
展展
にに
伴伴
いい
地地
域域
のの
特特
性性
にに
応応
じじ

たた
見見
守守
りり
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
のの
構構
築築
をを
推推
進進

すす
るる
。。
委委
員員
会会
人人
数数
はは
十十
人人
。。
活活
動動
内内
容容

はは
、、
見見
守守
りり
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
づづ
くく
りり
とと
推推

進進
。。
活活
動動
経経
過過
はは
、、
1111
／／
1177
：：
他他
区区
のの
推推

進進
のの
現現
状状
とと
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
研研
修修
。。
1122
／／

99
：：
千千
葉葉
市市
ああ
んん
しし
んん
ケケ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー
（（
地地

域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
））
とと
しし
てて
のの
緑緑
区区

のの
現現
状状
。。
11
／／
2266
：：
見見
守守
りり
事事
例例
のの
研研
修修
、、

活活
動動
のの
日日
程程
計計
画画
案案
。。
22
／／
22
：：
市市
内内
先先

進進
事事
例例
のの
視視
察察
研研
修修
「「
磯磯
辺辺
地地
区区
部部
会会
――

磯磯
辺辺
福福
祉祉
協協
力力
員員
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
」」、、「「
千千

葉葉
県県
社社
会会
福福
祉祉
士士
会会
――
みみ
・・
まま
もも
ーー
れれ
幸幸

町町
」」。。
推推
進進
協協
議議
会会
でで
はは
、、
委委
員員
会会
とと
研研
修修

内内
容容
のの
報報
告告
をを
しし
まま
しし
たた
。。  

  

以以
上上
がが
小小
委委
員員
会会
のの
活活
動動
内内
容容
のの
概概
略略

でで
すす
。。
会会
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、

話話
しし
合合
いい
のの
場場
がが
多多
くく
なな
りり
、、
多多
様様
なな
意意

見見
やや
情情
報報
をを
収収
集集
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま

しし
たた
。。
今今
後後
もも
多多
くく
のの
方方
々々
のの
参参
加加
をを
いい

たた
だだ
きき
、、
開開
かか
れれ
たた
推推
進進
協協
へへ
とと
変変
貌貌
しし

たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
今今
後後
とと
もも
皆皆
様様

のの
参参
加加
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

  
  

開開
かか
れれ
たた
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
のの
推推
進進  

  

をを
目目
指指
しし
てて  

――
一一
年年
目目
のの
推推
進進
――  

  
  
  
  
  
  

委委
員員
長長  

岡岡  

本本  

博博  

幸幸  

  

第第
二二
期期
緑緑
区区
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
のの
推推
進進

はは
、、
平平
成成
二二
十十
三三
年年
四四
月月
～～
平平
成成
二二
十十
七七

年年
三三
月月
まま
でで
のの
計計
画画
でで
すす
。。
第第
二二
期期
のの
計計

画画
はは
、、
重重
点点
目目
標標
をを
設設
定定
しし
、、
そそ
れれ
にに
向向

かか
っっ
てて
具具
現現
化化
をを
図図
っっ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで

すす
。。
会会
議議
はは
、、
大大
きき
くく
三三
つつ
にに
分分
けけ
てて
検検

討討
しし
てて
いい
まま
すす
。。
第第
一一
はは
、、
地地
区区
活活
動動
のの

報報
告告
、、
第第
二二
はは
、、
小小
委委
員員
会会
報報
告告
とと
協協
議議
、、

第第
三三
はは
、、
情情
報報
交交
換換
・・
研研
修修
でで
すす
。。  

  
今今
回回
はは
、、
小小
委委
員員
会会
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて

報報
告告
いい
たた
しし
まま
すす
。。
小小
委委
員員
会会
のの
目目
的的
のの

第第
一一
はは
、、
重重
点点
目目
標標
のの
実実
現現
のの
たた
めめ
のの
検検

討討
会会
でで
すす
。。
そそ
のの
内内
容容
をを
全全
体体
会会
でで
検検
討討

すす
るる
骨骨
子子
案案
をを
作作
成成
すす
るる
会会
でで
すす
。。
第第
二二

はは
、、
委委
員員
会会
のの
メメ
ンン
ババ
ーー
にに
はは
、、
推推
進進
協協

議議
会会
のの
委委
員員
だだ
けけ
でで
はは
なな
くく
、、
専専
門門
家家
・・

委委
員員
のの
推推
薦薦
者者
のの
メメ
ンン
ババ
ーー
がが
入入
っっ
てて
委委

員員
会会
をを
構構
成成
しし
、、
内内
容容
のの
充充
実実
をを
図図
っっ
てて

いい
まま
すす
。。
第第
三三
はは
、、
各各
委委
員員
会会
がが
独独
自自
にに

会会
合合
をを
開開
催催
しし
てて
協協
議議
・・
研研
修修
をを
深深
めめ
てて

いい
くく
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
開開
かか
れれ
たた
委委
員員
会会
でで

すす
。。  

  

現現
在在
まま
でで
にに
三三
委委
員員
会会
がが
設設
置置
ささ
れれ
てて

いい
まま
すす
。。
第第
一一
はは
「「
児児
童童
・・
生生
徒徒
とと
高高
齢齢

者者
とと
のの
交交
流流
促促
進進
」」、、
第第
二二
はは
「「
災災
害害
時時
にに

おお
けけ
るる
障障
害害
者者
のの
特特
性性
にに
応応
じじ
たた
協協
力力
体体

制制
のの
構構
築築
にに
向向
けけ
てて
」」、、
第第
三三
はは
「「
地地
域域
のの  
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見見
守守
りり
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
のの
構構
築築
」」
のの
三三
分分

野野
でで
すす
。。
そそ
のの
概概
略略
をを
述述
べべ
てて
みみ
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。  

  

一一
．．「「
児児
童童
・・
生生
徒徒
とと
高高
齢齢
者者
とと
のの
交交
流流

促促
進進
」」
目目
的的
はは
、、
共共
にに
生生
きき
るる
ここ
とと
のの
大大
切切

ささ
、、
素素
晴晴
らら
しし
ささ
をを
理理
解解
しし
合合
うう
（（
人人
間間

関関
係係
））・・
福福
祉祉
のの
在在
りり
方方
をを
通通
しし
てて
共共
にに
絆絆

のの
大大
切切
ささ
をを
理理
解解
しし
合合
うう
（（
福福
祉祉
教教
育育
））。。

委委
員員
会会
人人
数数
はは
八八
人人
。。
活活
動動
内内
容容
はは
、、
手手

紙紙
、、
絵絵
手手
紙紙
、、
随随
筆筆
、、
短短
歌歌
、、
俳俳
句句
、、
川川

柳柳
、、
習習
字字
をを
通通
しし
てて
交交
流流
をを
図図
るる
。。
活活
動動

経経
過過
はは
、、
99
／／
88
：：
緑緑
区区
内内
のの
学学
校校
、、
施施

設設
のの
実実
態態
把把
握握
。。
1100
／／
44
：：
実実
態態
把把
握握
のの

現現
状状
報報
告告
。。
1100
／／
77
：：
学学
校校
やや
施施
設設
のの
選選

定定
とと
対対
応応
、、
小小
学学
校校
二二
校校
、、
中中
学学
校校
三三
校校
、、

施施
設設
七七
園園
のの
交交
流流
をを
決決
定定
。。
1111

／／
99

～～

1100
：：
学学
校校
、、
施施
設設
のの
訪訪
問問
、、
チチ
ララ
シシ
のの
作作

成成
をを
行行
いい
まま
しし
たた
。。
推推
進進
協協
議議
会会
でで
はは
、、

二二
月月
かか
らら
本本
格格
的的
実実
施施
にに
入入
りり
まま
すす
。。  

  

二二
．．「「
平平
常常
時時
・・
災災
害害
時時
にに
おお
けけ
るる
障障
害害

者者
のの
対対
応応
」」
目目
的的
はは
、、
平平
常常
時時
・・
災災
害害
時時
にに

おお
けけ
るる
障障
害害
者者
のの
特特
性性
にに
応応
じじ
たた
協協
力力
体体

制制
のの
構構
築築
。。
委委
員員
会会
人人
数数
はは
八八
人人
。。
活活
動動

内内
容容
はは
、、
緑緑
区区
区区
民民
にに
目目
的的
のの
リリ
ーー
フフ
レレ

ッッ
トト
をを
作作
成成
しし
配配
布布
すす
るる
。。
活活
動動
経経
過過
はは
、、

1111
／／
1177
：：
災災
害害
時時
のの
避避
難難
・・
移移
動動
、、
避避
難難

場場
所所
でで
のの
対対
応応
のの
話話
しし
合合
いい
。。
1122
／／
88
：：

他他
市市
のの
資資
料料
のの
検検
討討
、、
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
のの

原原
案案
作作
成成
。。
11
／／
2266
：：
完完
成成
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ

トト
のの
検検
討討
、、
配配
布布
方方
法法
にに
つつ
いい
てて
。。
推推
進進

協協
議議
会会
でで
はは
、、
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
のの
内内
容容
とと  
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◆◆
地地
域域
とと
学学
校校
とと
のの
交交
流流
～～
米米
づづ
くく

りり
かか
らら
感感
謝謝
祭祭
まま
でで
～～
（（椎椎
名名
地地
区区
））  

 

子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
学
習
に
体
験
・
経
験
学
習
が
あ
り

ま
す
。
体
で
覚
え
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
る

こ
と
な
く
生
き
て
働
く
力
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
か
ら
得
た
言

葉
や
教
訓
は
胸
の
中
に
残
り
、
そ
れ
が
人

生
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
体
験
・
経
験
は
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

椎
名
小
は
五
年
生
に
な
る
と
地
域
の

人
々
（
民
生
委
員
・
地
区
部
会
・
Ｊ
Ａ
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と

協
力
し
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、

脱
穀
、
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
、
感
謝
祭
の

発
表
と
一
連
の
学
習
の
場
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

田
植
え
は
、
全
員
が
裸
足
で
田
ん
ぼ
に

入
り
、
一
株
一
株
を
手
で
植
え
、
草
刈
り

は
雑
草
の
種
類
や
稲
の
生
長
を
学
び
、
稲

刈
り
は
鎌
で
一
株
一
株
刈
り
、
そ
れ
を
コ

ン
バ
イ
ン
で
脱
穀
・
籾
に
し
て
精
米
し
ま

す
。
米
は
酢
飯
に
さ
れ
長
さ
十
五
メ
ー
ト

ル
海
苔
に
具
を
入
れ
て
太
巻
き
寿
司
が

完
成
し
ま
す
。
太
巻
き
寿
司
は
、
給
食
時

に
全
校
児
童
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

感
謝
祭
に
は
、
米
の
歴
史
、
種
類
、
世

界
・
日
本
の
生
産
高
、
消
費
量
、
米
の
生

産
方
法
の
比
較
、
農
具
、
作
業
方
法
、
農

繁
期
の
手
伝
い
、
祭
り
等
を
図
表
や
紙
芝

居
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
ク
イ
ズ
形
式
等
に

ま
と
め
て
発
表
し
、
米
づ
く
り
の
集
大
成

と
し
て
学
習
が
終
わ
る
の
で
す
。
こ
の
時

は
、
学
習
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
が
参

加
し
、
児
童
の
体
験
や
感
想
、
学
ん
だ
こ

と
、
調
べ
た
こ
と
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
交
流
が
深

め
ら
れ
ま
す
。 

          

こ
の
一
連
の
学
習
の
特
徴
は
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
、
次
世
代
の
子
ど
も
に
地

域
農
業
文
化
を
継
承
で
き
る
こ
と
で
す
。

児
童
に
と
っ
て
は
、
米
づ
く
り
の
農
業
体

験
を
体
で
感
じ
、
米
づ
く
り
が
い
か
に
大

変
で
あ
る
か
を
学
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

彼
等
が
、
い
つ
か
日
本
の
農
業
を
考
え
推

進
し
て
い
く
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。 

     

四
つ
の
小
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
左
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。 

◆◆
災災
害害
時時
障障
害害
者者
対対
応応  

 

災
害
時
に
お
け
る
障
害
者
の
特
性
に

応
じ
た
協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
て
検

討
す
る
小
委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で
に
計
三

回
開
催
し
ま
し
た
。
平
常
時
の
支
援
、
災

害
時
の
支
援
内
容
を
チ
ラ
シ
（
Ａ
４
表
）

に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
チ
ラ
シ

の
作
成
費
捻
出
及
び
配
布
方
法
に
つ
い

て
協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

        

◆◆
見見
守守
りり
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
構構
築築  

 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
て
検
討
す
る
小
委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で

に
計
三
回
開
催
し
ま
し
た
。
二
月
二
日

（
木
）
に
は
、
美
浜
区
へ
「
磯
辺
福
祉
協

力
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
及
び
「
み
・
ま
も

ー
れ
幸
町
」
の
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
緑
区
ま
ち
そ
だ
て
事
業
に
申
請
し
、

予
算
を
確
保
し
た
う
え
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
研
修
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。 

◆◆
学学
校校
生生
徒徒
とと
施施
設設
入入
所所
者者
とと
のの
交交
流流  

 

「
手
紙
か
ら
始
ま
る
絆
の
出
会
い
」
を

実
践
す
る
た
め
、
緑
区
内
の
小
・
中
学
生

と
施
設
入
所
者
の
手
紙
等
（
絵
手
紙
、
短

歌
、
川
柳
等
）
に
よ
る
交
流
を
検
討
す
る

小
委
員
会
を
、
こ
れ
ま
で
に
計
四
回
開
催

し
、
十
一
月
に
選
定
し
た
小
学
校
二
校
、

中
学
校
三
校
、
六
施
設
（
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
）
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
ま
し
た
。
二
月

か
ら
本
格
的
に
交
流
を
始
め
ま
す
。 

◆◆
災災
害害
時時
ママ
ッッ
ププ
づづ
くく
りり  

 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
経
路
や
避
難

場
所
（
広
域
避
難
場
所
、
避
難
所
）、
災

害
医
療
協
力
施
設
等
を
分
か
り
や
す
く

掲
載
し
た
災
害
マ
ッ
プ
の
作
成
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
小
委
員
会
を
、
今
後
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

 

 

 

コ

ー

ナ

ー

 

 

 

 

 

小

委

員

会

 



   

◆◆
地地
域域
のの
子子
育育
てて
をを  

地地
域域
でで
応応
援援
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

 

誉
田
地
区
部
会
で
は
、
原
則
毎
月
第
四

木
曜
日
に
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
室
に
お
い
て
、
午
前
十
時

～
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
ふ
れ
あ

い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

            

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
同
士
の
情
報
交
換
や
、
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
づ
く
り
、

子
育
て
経
験
者
に
よ
る
育
児
相
談
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

参
加
対
象
は
、
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

幼
児
と
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
で
す
。 

 

特
に
予
約
等
は
必
要
な
い
の
で
、
直
接

会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

H24
年
4
／
26･

5
／
31･

6
／
28･

 

7
／
26･

8
／
22･

9
／
27･

 

10
／
18･

11
／
22･

12
／
27･

 

H25
年
1
／
31･

2
／
21･

3
／
28 

   
◆◆
地地
域域
住住
民民
がが
福福
祉祉
活活
動動
にに  

参参
加加
しし
まま
しし
たた
。。  

            

「
支
え
合
う
町
」
づ
く
り
の
催
し
物
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、「
福
祉
・
コ
ミ
懇
ま
つ

り
」
が
二
月
十
二
日
（
日
）
に
椎
名
小
学

校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
バ
ザ
ー
」
に
は
地
域
性
に
富
ん
だ
農

産
品
を
は
じ
め
、
住
民
の
善
意
の
品
が
多

数
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

集
ま
っ
た
人
の
間
で
「
お
久
し
ぶ
り
」、

「
お
元
気
で
し
た
か
」
な
ど
の
会
話
も
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
課

職
員
に
よ
る
健
康
相
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆◆
世世
代代
をを
超超
ええ
たた
「「ふふ
れれ
ああ
いい
」」でで  

金金
のの
タタ
ママ
ゴゴ
がが
育育
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

 

十
一
月
、
十
二
月
、
一
月
、
二
月
の
計

四
回
の
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
の
機
会
を

利
用
し
て
、
椎
名
小
学
校
六
年
生
と
世
代

を
超
え
た
交
流
を
し
ま
し
た
。 

 

昔
の
学
校
の
こ
と
、
そ
の
頃
の
生
活
の

話
な
ど
を
学
童
た
ち
も
メ
モ
を
し
な
が

ら
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

           

   

◆◆
「「なな
かか
のの
台台
ササ
ロロ
ンン
」」（（土土
気気
町町
））のの
ごご

紹紹
介介  

 

朝
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
し
ら 

 
 

あ
の
空
越
え
て
～
…
の
歌
声
で
！ 

 

「
な
か
の
台
サ
ロ
ン
」
は
毎
月
第
四
水

曜
日
午
前
十
時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。 

 

★
二
十
三
年
度
に
お
け
る
実
施
内
容 

（
一
）
ミ
ニ
講
座 

 

・
悪
徳
商
法
の
手
口
と
対
処
法 

 

・
健
康
と
体
力
づ
く
り 

 

等 

（
二
）
バ
ス
見
学
「
千
葉
県
の
歴
史
と
文

化
を
訪
ね
て
」（
大
多
喜
城
・
波
の

伊
彫
刻
） 

（
三
）
ス
ト
レ
ッ
チ
・
懐
か
し
い
歌
の
合

唱
・
懇
談 

        

  善善意意ががここんんななにに集集ままりりままししたた      

  ゲゲーームムをを楽楽ししむむ！！      

  大大多多喜喜城城ににてて      

  皆皆ささんん熱熱心心ににアアドドババイイススをを……      

誉

田

地

区 

椎

名

地

区 

土

気

地

区 

開催日程 



 

 
現
在
会
員
四
十
八
名
。
皆
さ
ん
、
た
く

さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
お
持
ち
で
す
。
知

恵
を
出
し
合
い
手
づ
く
り
の
「
な
か
の
台

サ
ロ
ン
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
輪
が
広
が

り
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
る
こ
と
」・

「
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
心
が
前
向
き
で

あ
る
こ
と
」・「
明
る
い
地
域
で
あ
る
こ
と
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

◆◆
「「ササ
ンン
ヴヴ
ェェ
ーー
ルル
いい
きき
いい
きき
ササ
ロロ
ンン
」」

（（高高
津津
戸戸
町町
））のの
ごご
紹紹
介介  

 

昨
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
講

談
を
聞
く
会
、
盆
踊
り
講
習
、
防
災
に
関

す
る
講
演
会
、
川
柳
大
会
、
手
話
、
子
ど

も
会
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

そ
し
て
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
歯
科

医
に
よ
る
歯
科
検
診
な
ど
を
実
施
し
、
参

加
者
の
素
敵
な
笑
顔
に
会
え
ま
し
た
。 

          

 

孤
独
に
な
り
が
ち
な
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ

イ
フ
が
、
月
一
回
集
会
室
に
集
い
、
お
茶

と
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
談
話
す
る
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
暖
か
い
絆
で
結
ば

れ
、
元
気
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

   

◆◆
おお
ゆゆ
みみ
野野
まま
ちち
づづ
くく
りり
フフ
ォォ
ーー
ララ

ムム
にに
参参
加加
しし
てて
「「
セセ
ーー
ブブ
・・ザザ
・・チチ
ルル
ドド

レレ
ンン
のの
方方
のの
おお
話話
」」  

 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
子
ど
も

の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
若

い
方
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。
子
ど
も

に
と
っ
て
遊
び
場
所
や
共
に
学
べ
る
居

場
所
が
必
要
だ
と
の
考
え
か
ら
支
援
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で

子
ど
も
も
自
分
の
考
え
や
意
見
を
言
う

こ
と
が
で
き
、
大
人
と
も
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
復
興
に
向
け
て
力
を
発
揮
し
て

い
る
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

防
災
と
い
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
し
た

が
、
こ
う
い
う
切
り
口
か
ら
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
と
い
う
の
も
大
事
な
の
で
す

ね
。
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
も
い
う
べ

き
わ
が
町
は
、
あ
の
三
月
十
一
日
の
地
震

の
時
に
は
家
族
の
様
子
も
わ
か
ら
ず
心

配
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る

災
害
な
ど
の
際
に
私
た
ち
は
ど
ん
な
関

わ
り
方
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
も
含
め
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
安
全
で
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
中
心
に
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
る
の
は

素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
こ
と

で
し
た
。 

                  

                            

 

編 

集 

後 

記 

 
み
ど
り
の
き
ず
な
に
最
初
か
ら
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
そ
れ
を
目
当
て
に
職
場

を
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
前
回
の
記
事

に
掲
載
し
た
膝
掛
け
を
作
る
毛
糸
集
め
の

お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
う
れ
し
い

報
告
が
で
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
き
ず
な
が
広

が
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

（
Ｔ
） 

 みなさんこんにちは。今回は、私

たちが行っているボランティア事業

についてご紹介します。 

 緑区事務所は、緑区ボランティア

センターを併設しています。当セン

ターでは、ボランティア活動に関心

があり、参加したい、あるいはボラ

ンティアを必要とする個人・団体か

らの相談を随時受け付けています。 

 また、さまざまな情報を収集・発 

信し、皆さんのボランティア活動を 

応援しています。 

 主な内容として、①ボランティア

活動の相談、登録受付、②福祉教育

の推進、③ボランティアに関する情

報提供、④ボランティア講座の開催、

⑤ボランティア保険の取り扱い等を

行っています。 

 何かボランティアに関するご相談

等ありましたらお気軽にお立ち寄り

ください。 

 お待ちしていまーす！ 

◆さくらさくさくウォークラリー 

 平成２４年４月１日（日） 

◆ふれあい・いきいきサロン 

 平成２４年５月１０日（木） 

 会場：鎌取C.C 

◆ふれあい・子育てサロン 

 平成２４年５月２９日（火） 

 会場：おゆみ野公民館 

 

 

 

 

       今回は、「ハーティちゃ
ん」の誕生エピソードを紹
介します。 

◆「ハーティちゃん」は、千葉市社会福

祉協議会の創立６０周年を記念して、市

民のみなさんに千葉市社会福祉協議会

への親しみをより一層感じていただく

ため、地域福祉活動の親善大使として公

募によって生まれました。 

  子子どどももたたちちととのの楽楽ししいいひひとと時時！！      

お
ゆ
み
野
地
区 

※前回号において上記ふれあい・

いきいきサロン日程に間違いがあ

りました。大変失礼いたしました。 


